


















































1	 中央公論社 1983 年 5 月刊
2	 平凡社 1983 年 9 月刊
3	 新潮社 1984 年 7 月刊
4	「プールサイド」1983 年 10 月号、「雨やどり」1983 年 12 月号、「タクシーに乗った男」1984 年 2 月号、「今は亡き王女のための」
1984 年 4 月号、「野球場」1984 年 6 月号、1984 年 8 月号「BMWの窓ガラスの形をした純粋な意味での消耗についての考察」（『回
転木馬のデッド・ヒート』未収録）、「嘔吐 1979」1984 年 10 月号、「ハンティング・ナイフ」1984 年 12 月号
5	 1991 年 1 月講談社刊













央公論』1983 年 1 月号で、1984 年 7 月に新潮社から刊行された短編集『螢・納屋を焼く・










































9	 1996 年 11 月文藝春秋刊
10	以上の説明は〈めくらやなぎのためのイントロダクション〉による。
11	拙著『村上春樹　物語の力』翰林書房 2011 年 3 月第一章 4「塞がれる耳」に詳述。
12	岩波明は、『精神科医が読み解く名作の中の病』新潮社 2013 年 2 月の 13 頁で、「小説のヒロイン直子は、二十歳で統合失調症
と考えられる精神疾患を発症する」としている。
113
1983 年 10 月号の「プールサイド」なので、初出が『中央公論』1983 年 1 月号だった「螢」は、
「プールサイド」より 10 ヶ月ほど早い時期には執筆されていたと推測される。『羊をめぐる
冒険』が『群像』1982 年 8 月号に一挙掲載され、同年 10 月に講談社から刊行されているので、
村上はおそらく 1982 年後半以降に「螢」を執筆し、1983 年 10 月号から『IN・POCKET』
に掲載を開始した連載短編において、「リアリズムの文体の訓練」という「『ノルウェイの
森』の下書き」を始めたことになる。つまり、「めくらやなぎと眠る女」の初出は『文学界』

























第二点は、（「レーダーホーゼン」「嘔吐 1979」以外）「僕」が話を聞いている 1980 年頃から、





13	「村上春樹全作品 1979 〜 1989 ⑤短編集Ⅱ」付属のパンフレット「自作を語る」








学に入学した 1968 年の春から、上野駅でレイコさんと別れ、緑に電話をする 1970 年 10 月
初旬までの回想記であるという設定を想起させるものである。
さて、『回転木馬のデッド・ヒート』所収の八作を執筆順に並べ替えると、まず『IN・
POCKET』掲載順に、1983 年 10 月号「プールサイド」、同年 12 月号「雨やどり」、1984
年 2 月号「タクシーに乗った男」、同年 4 月号「今は亡き王女のための」、同年 6 月号「野
球場」、同年 10 月号「嘔吐 1979」、同年 12 月号「ハンティング・ナイフ」となり、最後に
書き下ろしの「レーダーホーゼン」が来る。
『IN・POCKET』1984 年 8 月号掲載の「ＢＭＷの窓ガラスの形をした純粋な意味での消
耗についての考察」は、『回転木馬のデッド・ヒート』には収録されていない。村上は、『村
上春樹全作品 1979 〜 1989 ⑤短編集Ⅱ』付属のパンフレット「自作を語る」で、「自分でも
































































16	「彼」の誕生日は「1983 年の 3月 26 日」とあるので、その翌日の時点で「フランソワ・トリュフォーの新しい映画」と言えるのは、
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ので、現在は 1982 年から 85 年くらいで、「僕」は 33 歳から 36 歳くらいになっている。こ























26	1988 年 10 月講談社刊
27	1994 年 4 月〜 1995 年 8 月新潮社刊
28	「めくらやなぎと眠る女」「めくらやなぎと、眠る女」両作の「ガール・フレンド」が「ある夜見た夢をもとにして」作ったと



































































「嘔吐 1979」のテーマは、< 嘔吐電話 > である。「一度だけ僕とくんである雑誌の仕事を
したこと」がある「若手のイラストレーター」である 27 歳の「彼」は、「一日も欠かすこ
となく日記をつけることができるという稀有な能力を身につけた数少ない人間の一人だっ














心した」のだと言う。そして、「彼」の 64 キロあった体重が 58 キロになったころ、< 嘔吐
電話 > はふと止んだ。
























29	「ハンティング・ナイフといえば、いちおう熊の皮をはげるくらいには作ってある」（『村上春樹全作品 1979 〜 1989 ⑤短編集Ⅱ』

































































We met as soul mates on Parris Island
パリス島で　僕らは親友になった
We left as inmates from an asylum
そして　収容所から同じ囚人として別れた
（海兵隊の新兵訓練基地で訓練し同士として戦地に向かった）
And we were sharp, as sharp as knives
僕らは　そう　ナイフの様に研ぎ澄まされていた
And we were so gung ho to lay down our lives
命を投げ捨てるには　僕らはあまりにも若かった
We came in spastic like tameless horses
僕らは野生の馬のようにけいれんしながら入って来た
（僕らは調教不足の馬の様に震えていた）
We left in plastic as numbered corpses
そして　数字をつけられた死骸となって帰ってきた
And we learned fast to travel light
光の速度で旅することを教えられ（とにかく速く動けと叩き込まれた）




We had no home front, we had no soft soap
僕らに故郷はなく　柔らかな石けんもなかった
They sent us Playboy, they gave us Bob Hope
送られてくるものは「プレイボーイ」そして　与えられるものはボブ・ホープ
（彼らが僕たちに送ってきたのは「プレイボーイ」と慰問に来たボブ・ホープだけ）
We dug in deep and shot on sight
僕らは深く穴を掘り　目にするものはすぐ撃った
And prayed to Jesus Christ with all of our might
そして　イエス・キリストに心を込めて祈った
We had no cameras to shoot the landscape
景色を撮るカメラもなく
We passed the hash pipe and played our Doors tapes
僕らはハッシのパイプを回し　ドアーズのテープを聞いた
And it was dark, so dark at night
夜になると　あたりは真っ暗闇だった
And we held on to each other
僕らはまるで兄弟同志のように
Like brother to brother
おたがいにすがりあった
We promised our mothers we'd write
そして　母親たちに手紙を書くと約束した
And we would all go down together
僕らはみんな一緒に倒れるのだ
We said we'd all go down together
僕らはみんな一緒にやられるのだ
Yes we would all go down together
僕らはみんな一緒に死んでいくのだ
Remember Charlie, remember Baker
チャーリーを覚えてるか？　ベイカーを覚えてるか？
They left their childhood on every acre
彼らは少年時代の面影を残したまま墓地に眠っている
And who was wrong? And who was right?
誰が間違っていたのか？　誰が正しかったのか？
It didn't matter in the thick of the fights
戦いの真っ只中ではそんなことは関係ないのだ
We held the day in the palm of our hands
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昼間は彼らの手中にあった
They ruled the nights, and the nights
しかし　夜は彼らの支配下にあった
Seemed to last as long as six weeks......On Parris Island
そして　夜は 6 週間もの長さに思われた　パリス島（パリス島の訓練を思い出す）
We held the coastline, they held the highlands
僕らは海岸線を保守した　彼らは高地を保守した
And they were sharp, as sharp as knives
そして　彼らはナイフのように研ぎ澄まされていた
They heard the hum of our motors
彼らは僕らのモーターのうなる音を聞いた
They counted the rotors
彼らはヘリコプターの回転翼の音を数えた
And waited for us to arrive
そして　僕らの到着を待っていた
And we would all go down together
僕らはみんな一緒に倒れるのだ
We said we'd all go down together
僕らはみんな一緒にやられるのだ
Yes we would all go down together
僕らはみんな一緒に死んでいくのだ
（「ナイロン・カーテン」THE NYLON CURTAIN ビリー・ジョエル BILLY JOEL CBS/
SONY RECORDS 1988 CDライナ ・ーノーツ 訳詞 山本安見、ただし　括弧内は筆者試訳）
「グッドナイト・サイゴン」の歌詞の中で、ナイフという言葉は、ヴェトナム戦争に駆
り出される新兵たちが訓練の過程で暴力的に研ぎ澄まされてゆくという表現（And we 
were sharp, as sharp as knives）と、米軍を待ち伏せする敵の暴力的な鋭敏さの比喩（And 
they were sharp, as sharp as knives）として用いられている。村上は、この歌詞の中で二






コオロギの鳴き声が聞こえてくる。そして、上掲の歌詞第 26・27 行目の We held the day 
in the palm of our hands（昼間は彼らの手中にあった）They ruled the nights, and the 
nights（しかし　夜は彼らの支配下にあった）以降、後半部分で、夜陰に潜む敵の気配に
怯える兵士たちが描かれ、And they were sharp, as sharp as knives（そして　彼らはナ
イフのように研ぎ澄まされていた）に続き、They heard the hum of our motors（彼らは












無自覚な（意識を持たない）のとまったく同じである。それに対し、And we were sharp, 

































































	 （Dahoam	-	Porsche	Christophorus　確認日　2019 年 1 月 6 日）
34	加藤典洋は、『村上春樹の短編を英語で読む 1979 〜 2011』第 9章において、酒井英行の「『レーダーホーゼン』――＜のばし
























































































村上春樹『回転木馬のデッド・ヒート』（『村上春樹全作品 1979 〜 1989 ⑤短編集Ⅱ』講談
社 1991 年 1 月）
村上春樹『ノルウェイの森』（『村上春樹全作品 1979 〜 1989 ⑥』講談社 1991 年 3 月）
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